
広がれ！マスクの輪！みんなのマスクプロジェクト

運営団体基本情報

● 運営団体名 盛岡市社会福祉協議会 ● 代表者名 会長 川村 裕 ● 所在地 岩手県盛岡市若園町2番2号

● スタッフ構成 13名（第1層・2層生活支援コーディネーター等） ● 運営財源 委託事業費

● 連絡先
盛岡市社会福祉協議会（TEL: 019-651-1000）
担当：第1層生活支援コーディネーター 佐々木裕美
Mail:s-sien@morioka-shakyo.or.jp

● ホームページ
（参考情報）

http://www.morioka-shakyo.or.jp/

新型コロナウイルス感染症拡大前の事業概要

● 対象者層 ＊感染拡大以降に新規プロジェクトとして実施 ● 活動頻度 ● 活動場所

● 活動の形態 ● 平均利用者数 ● 利用料金

具
体
的
な
活
動

●新型コ
ロナウイ
ルス感染
症拡大前

高齢者向けサロンの活動支援として、世話人対象のサロン活動交流会を年1回
実施し、活動資金等の情報提供や、地域貢献したい企業・団体等とのマッチング、
サロン世話人・生活支援コーディネーターとの意見交換を行っている。
ほか、サロン立ち上げ支援や運営支援等を継続して実施。

●新型コ
ロナウイ
ルス感染
症拡大後
の取組と
工夫

新型コロナウィルス感染症拡大の影響により、多くの高齢者サロンが中止され
ているなか、企業・団体、介護保険事業所、サロン世話人、関心のある一般住
民・学生など多くの市民が、「マスクづくり」に関して各々が出来ることを通じ
て、高齢者サロンに関心を持つきっかけとなることを目的として、企画実施。
①マスクニーズ調査の実施
市内209の高齢者サロンを対象に、マスクの必要枚数およびマスクづくりボラ

ンティアの有無を調査。マスクを必要とするサロンは49、必要枚数の合計は
1,164枚であった（=プロジェクトの目標枚数）。
②マスク作成材料（マスク生地、マスクゴム等）寄付の呼びかけ
行政担当課と連携し、市民向け広報紙に事業内容を掲載（横断的連携）。市内

の企業・団体、介護保険事業所等に寄付を呼びかけ、35件の寄付があった。うち、
団体寄付1件は、社会貢献活動として地元メディアに紹介された。
③マスクづくり講習会の開催

6月27日から7月20日までの9日間、市内9か所でマスクづくり講習会を開催。
参加者数は延べ171名であった。マスクづくり指導にも市民ボランティアを依頼。
感染防止対策として、事前申込制とし参加者数は会場の定員の半分とした。当日
は手指消毒の徹底、マスク着用、ソーシャルディスタンスの確保に努めた。講習
会の開催回数は最低限とし、希望者は生地を持ち帰り、自宅で製作することにし
た。
④第2層生活支援コーディネーターを通じたマスクの配布（8月以降）
作成したマスクは、目標枚数に達するまで第1層生活支援コーディネーターで

保管（マスクバンク機能）。以後、サロン活動再開日に合わせて、第2層生活支
援コーディネーターが高齢者サロンを訪問・配布予定。
⑤クロージングフォーラムの開催（10月以降）
材料を寄付した人、マスクを作った人、そのマスクを貰った人を主な対象者と

して、クロージングフォーラムを開催予定。専門家による意義付けをし、助け合
いの重要性を再認識する機会にしたい。

●活動経費
委託事業費
（基本的に、マスク作成に係る材料は寄付による。不足する材料の購入費用、
および事業周知・実施に係る費用は委託費から拠出）

事例53 分類：

［活動の特徴と新型コロナウイルス感染症対策］

①マスク材料の寄付

●取組の効果

・地元メディアに取り上げられ広報周知できたことが、多くの市民や企業等が関
心を持つきっかけとなった。その結果、社会貢献活動として企業・団体、介護保
険事業所等から多くの寄付があり、地域と「つながる」機会になった。
・マスクづくり講習会には学生や中高年の勤労世代の参加もあり、幅広い世代が
高齢者サロン支援活動に「つながる」結果となった。講習会後、自宅でもマスク
づくりに取り組む方が多数おり、活動意欲の掘り起こしにつながった。
・生活支援コーディネーターとサロン世話人・サロン参加者の「つながり」を切
らない取り組みとなった（相談に「つながる」仕組みの構築）。

●その他、
特記事項

「広がれ！マスクの輪！みんなのマスクプロジェクト」活動状況（令和２年7月
21 日現在）
・目標枚数 1,164枚
・作成したマスクの数 664枚

★市町村基本情報 岩手県盛岡市
・ 岩手県北部に位置する県庁所在地
・人口 287,578人 高齢化率27.59％（2020.4末）
・第1層生活支援コーディネーターを盛岡市社会福祉協議会に、第2層生活

支
援コーディネーターを地域包括支援センター（11か所）に配置している。

居場所 相談アウトリーチ 学習支援 見守り 住民主体

記入日：令和２年７月２２日

②マスクづくり講習会 ③活動の見える化→活動意欲UP！

今後の取り組み（予定）
・第2層生活支援コー
ディネーターを通じたマ
スクの配布
・クロージングフォーラ
ムの開催


